
　
近
年
で
は
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

が
増
加
し
て
お
り
、
民
間
企
業
に
あ
っ
て

は
営
業
に
支
障
を
き
た
す
、
公
共
団
体
に

あ
っ
て
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く

な
ど
社
会
的
影
響
が
看
過
で
き
な
い
状
況

と
な
っ
て
き
て
い
る
。

市
職
員
に
対
す
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
現
状
や
傾
向
は
。

事
例
と
し
て
は
、
窓
口
で
の
対
応
に

お
け
る
、
差
別
的
な
言
動
や
暴
力
行
為
を

伴
う
大
声
で
の
暴
言
、
法
制
度
上
対
応
で

き
な
い
こ
と
を
執
拗
に
求
め
る
過
度
な
要

求
、
一
方
的
な
主
張
に
基
づ
く
謝
罪
の
要

求
、
自
ら
の
主
張
や
自
慢
話
な
ど
を
延
々

と
続
け
る
長
時
間
の
電
話
対
応
な
ど
が
発

生
し
て
い
る
。

他
市
で
は
会
話
の
録
音
を
す
る
こ
と

や
、
名
札
の
表
記
の
変
更
を
行
う
な
ど
の

対
策
を
し
て
い
る
が
、
菊
川
市
で
実
施
し

て
い
る
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

ク
レ
ー
ム
対
応
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ

初
級
と
、
よ
り
対
応
難
度
の
高
い
ハ
ー
ド

ク
レ
ー
ム
へ
の
対
処
方
法
を
学
ぶ
上
級
の

２
つ
の
研
修
を
用
意
し
て
い
る
。
ま
た
、

税
務
課
で
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
職

位
ご
と
の
役
割
や
警
察
へ
の
通
報
タ
イ
ミ

ン
グ
な
ど
を
決
め
て
個
別
の
事
案
に
対
応

し
て
い
る
。

市
内
民
間
事
業
者
に
対
し
て
対
策
や

予
防
に
向
け
た
啓
発
な
ど
を
行
っ
て
い
く

必
要
性
は
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
情
報
サ
イ
ト
、
相
談

窓
口
の
周
知
・
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、

事
業
者
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
際
に
は
、
静

岡
労
働
局
や
悩
み
相
談
室
を
案
内
す
る
な

ど
の
対
応
を
し
て
い
く
。

　
他
に
「
選
挙
に
係
る
諸
課
題
の
対
応
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
13
年
と
６
ヶ

月
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
今
年
７
月
原

電
敦
賀
発
電
２
号
機
の
直
下
に
活
断
層
が

あ
り
、
再
稼
働
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

私
は
浜
岡
原
発
に
も
、
こ
の
理
論
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も

甲
状
腺
が
ん
は
、
38
万
人
に
、
年
間
ゼ
ロ

か
ら
１
人
で
す
。
福
島
県
内
の
子
供
38
万

人
を
検
査
し
３
７
０
人
に
が
ん
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。
今
で
も
福
島
原
発
事
故
で
多

数
の
提
訴
が
さ
れ
、
裁
判
は
続
い
て
い
ま

す
。
令
和
４
年
国
の
賠
償
責
任
を
否
定
し

た
最
高
裁
判
決
が
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
以

外
に
子
ど
も
脱
被
ば
く
裁
判
、
自
主
避
難

者
追
い
出
し
裁
判
、
自
主
避
難
者
住
ま
い

の
権
利
裁
判
等
あ
り
ま
す
。
原
発
事
故
は

日
本
の
法
の
欠
陥
（
本
来
あ
る
べ
き
法
律

が
な
い
）
を
露
呈
し
ま
し
た
。
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
原
発
事
故
か
ら
５
年
後
、
当
事
国

旧
ソ
連
が
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
法
を
制
定
し

ま
し
た
。
ソ
連
崩
壊
後
の
現
在
は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。
旧
ソ
連
は
、
被
曝
し

た
国
民
の
人
権
・
命
・
健
康
・
安
心
し
て

住
め
る
為
の
法
律
を
制
定
し
た
こ
と
は
立

派
で
あ
る
。
日
本
で
は
そ
の
兆
候
す
ら
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
法
治
国
家
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

市
民
が
育
て
る
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

法
日
本
版
」
を
菊
川
市
と
し
て
望
み
ま
す

か
。

原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
原

子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
が
あ
り
ま
す
。

国
が
法
律
制
定
す
る
こ
と
か
ら
、
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
法
の
日
本
語
版
に
つ
い
て
も
国

が
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

一 般一 般

西
下　
敦
基
（
市
民
ネ
ッ
ト
）

西
下　
敦
基
（
市
民
ネ
ッ
ト
）

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
対
策

一 般一 般

織
部　
光
男
（
無
所
属
）

織
部　
光
男
（
無
所
属
）

福
島
事
故
13
年
避
難
計
画
と
人
権
問
題
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